
 

                    

 

                             

いよいよ待ちに待った通常授業が開始されました。 

うっとおしい梅雨に負けずに、たくさんの本がある学校図書館を利用して、充

実した高校生活を送れるよう頑張っていきましょう。 

図書館においても新型コロナウイルス対策を緩めず、通常の利用に戻ります。 

 

 

 

 

開 館 日    月曜～金曜 

開 館 時 間    昼休み            12:20 ～ 13:00 

         放課後   ６時間授業日   15:00 ～ 18:00 

７時間授業日   16:00 ～ 18;00 

         定期考査中         考査終了後～17:00 

貸 出 冊 数    3冊まで 

貸 出 期 間    1週間 ※１回に限り延長可 

         ＊貸出・返却は 16：30 までです 

☆学校行事・長期休業中の利用についてはその都度お知らせします☆ 

 

購入希望アンケート  
図書館で購入してほしい図書のアンケートを実施します。 

姫高生の学習や読書活動に必要な本はもちろん、進路につながる内容や、 

趣味（園芸・料理・写真・建築・書道など）や部活動などのスポーツに関す 

る本も受け付けます。 

すべての希望が通るわけではありませんが、ぜひ参加してください。 

右欄を切り取って「購入希望図書アンケート」を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

 図書館 購入希望図書アンケート      

                    【生徒】 

【学年】  年  組  

 

【氏名】          

 

【職員】 

【氏名】          

 

「姫路高校の図書館に入れるのにふさわしいのでぜひ購入してほしい」と思う本があ

れば教えてください。 

◆  原則として一人 3冊以内 

◆  探究科学コースの生徒で、各自のテーマに関する必要な書籍があれ 

ば記入してください 

◆ ６月２２日（月）までに  

生徒は、担任の先生に提出してください 

先生は、職員室の学校司書の机上の回収箱へお願いいたします 

 

 

 

 

 

 

書      名 著 者 名 出版社・価格（わかる範囲で） 

 
  

   

   

図書館利用案内 

図書館だより 

 

姫路高校図書館 

２０２０年６月１８日 
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こん   こんな本があるよ 

                                              

コンピュータ化されている蔵書のうち、一番多いのは「文学」で３０％を占めます。つぎに多いのは

「社会科学で１４％です。「歴史」１１％、「自然科学」９％と続きます。 

 

新着本紹介      貸出を待っています 

４月、５月に購入した図書です。図書館に是非読みに来てください。 

書  名 著 者 出版社 

振仮名の歴史 今 野 真 二 岩波現代文庫 

歴史とは靴である 磯 田 道 史 講談社 

あいたくてききたくて旅にでる 小 野 和 子 PUMPQUAKER 

わたしの外国語漂流記 阿 部 賢 一 他 河出書房新社 

脱プラスチックへの挑戦 堅遠京子＋NHK取材班 山と渓谷社 

仮面は躍る 南 條 憲 二 幻冬社 

中国手仕事紀行 奥 村   忍 青幻社 

私はカレン、日本に恋したフランス人 じゃんぽーる西 祥伝社 

わたしの良い子 寺 地 はるな 中央公論新社 

食堂のおばちゃんの「人生はいつも崖っぷち」 山 口 恵以子 知恵の森文庫 

２２世紀を見る君たちへ 平 田 オリザ 講談社現代新書 

旧国名で見る日本地図帳  平凡社 

しゃもぬまの島 上 島 奈 緒 集英社 

四国遍路の世界 愛媛大学編 ちくま新書 

草花・雑草図鑑 鈴 木 庸 夫 創英社/三省堂書店 

エリザベス女王 君 塚 直 隆 中公新書 

「日本が世界一」のランキング事典 伊 藤 賀 一 宝島新書 

なんのために学ぶのか 池 上   彰 ＳＢ新書 

東京の美しい本屋さん 田 村 美 葉 エクスナレッジ 

富士山 森 田 敏 隆 他 光村推古書院 

５Ｇ 森 川 博 之 岩波新書 

からだと病気のしくみ講義 仲 野   徹 ＮＨＫ出版 

すばらしき日本語 清 水 由 美 ポプラ新書 

風と双眼鏡 腰掛けと毛布 梨 木 香 歩 筑摩書房 

トラックドライバーにも言わせて 橋 本 愛 喜 新潮新書 

 

◎ 図書館蔵書数 １７，０６０冊（２０２０年 ６月１５日現在） 

 ２０２０年 ５月２０日現在比増 ７１冊 

２０１６年度以前の蔵書で、コンピュータ処理されていない蔵書は含んでいません。 

読書のすすめ          井上  靖 
 

「高校から大学にかけての数年間は、生涯で最もすばらしい時期でもあるし、大切な時期

でもある。青春という言葉が、この時期に冠せられている。青春は無数の触覚を、未知の明

日に向って振り動かしている人生の窓口である。 

若い人たちはこの青春の時期に、人間について、人生について、生きるということについ

て、社会について、宗教について、哲学について、その他もろもろのことについて、考えな

ければならない。考えるということは、青春に課せられたたくさんの課題の中で最も大きい

ものであり、青春の持っている最も輝かしい特権である。が、自分だけで考えることはでき

ない。考える契機となるものを、外部から取り入れなければならない。言うまでもなく、そ

ういうものを与えてくれるものは書物である。」 

 

濫読のすすめ          後藤 明生 
 

「本を沢山読む――つまり濫読ですが、文字づらからいって、あまりよくない意味にとら

れかねません。しかし、私は反対に、皆さんの年頃にこそ大いに濫読することをすすめたい

のです。沢山読んでも覚えていなければしょうがないじゃないか、という人もあると思いま

すが、私は読んで、片っ端から忘れていいと思います。読んだものをいちいち覚えていたら、

一日三冊なんて、とても読めるものではありません。高校生時代には、題名も作者名も忘れ

てしまうほど、どんどん読めるかぎり読み、忘れるかぎり忘れるということを、私は推奨し

たいと思います。」 

集英社「わが青春 わが文学 高校生のための文化講演会より」１９７７年刊より引用 


